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令和 8 事業年度 

公益財団法人周南市ふるさと振興財団 事業計画 

周南市ふるさと振興財団は、個性豊かなふるさとつぐりに寄与し、「市民自らが行

う地域づくり活動の振興」を図ることを目的に平成４年８月に設立された財団であ

る。 

令和７事業年度は「ふるさとづくり推進プランⅣ」の最終年度として、これまでの

実績の総括を行い、次期プランに繋げる仕組みづくりを意識しながら事業を行った。

社会や環境の変化、地域課題の複雑化を踏まえ、当財団の立ち位置や役割を見つめ直

し、新たな推進計画として、「ふるさとづくり推進プランⅤ」を策定した。 

令和８事業年度は新たなプランで掲げた方向性に基づき、「訪問型支援」「担い手育

成」「市民参加の入り口づくり」などに取り組む最初の年として、関心を行動へとつ

なぐ仕組みを意識しながら、地域とともに歩む事業展開を進めていく。 
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Ⅰ 支える ～地域運営を行う組織の基盤づくり～ 

地域の未来に向けてコミュニティ活動／市民活動を次世代につないでいくためには、そ

れらを担う人材や組織の基盤強化が不可欠である。「支える」事業では、地域への訪問を起

点に、コーディネートや人材育成、活動への助成等を通じて、活動主体の継続と安定を支

援する。 

 

1．コミュニティ活動／市民活動のコーディネート事業 

  予算額 1,710,000 円 
【事業目的】 

地域担当制による継続的な訪問型支援を通じて、地域や団体の現状把握と課題整理を

行い、コーディネートや提案を重ねながら、コミュニティ活動及び市民活動の継続と前

進を支援する。 

【事業内容】 

◆地域・団体への訪問型支援【新】 

◇ 相談対応や地域の取り組みなどの取材 

    ◇ 地区総会や夢プラン会議などへの参加 

◆ ふるさとづくり活動の調査研究【新】 

 ◇ 先進事例の調査 

◇ 地域カルテなどの更新 

◆ 周南市コミュニティ推進連絡協議会の支援 

◇ 役員会及び総会、各種事業の実施 

◇ 三団体合同事業の実施 
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2．人材育成・団体力強化事業 

予算額 1,602,000 円 
【事業目的】 

地域課題の発掘や、その解決に向けた活動を推進していく力を持った担い手となり得

る人材を発掘・育成するとともに、団体運営に必要となる基本的な知識・ノウハウを学

び、活用できる人材を増やす。 

 

【事業内容】 

◆ 担い手の発掘と育成に関わる講座の開催【新】 

◇ 担い手確保に関する講座や座談会 

◇ 市民センター職員を対象にしたスキルアップ研修  

◆ 個人や団体のスキルアップにつながる講座の開催  

◇ 情報発信力強化に関する講座、IT 活用講座、助成金説明会＆相談会、 

組織運営に関する講座 等 

 
 

3．コミュニティ活動／市民活動への助成事業 

予算額 1,467,000 円 
【事業目的】 

地域課題及び社会課題の解決に向けて主体的に取り組む団体の挑戦を後押しし、事業

の実現と持続的な成⾧につながる資金支援を行う。 

【事業内容】 

◆ 特色あるコミュニティ活動支援事業 

◆ しゅうなん元気活動支援事業 

◆ 伴走型支援制度の構築に向けた調査と協議【新】 
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Ⅱ つなぐ ～人と多様な主体の繋がりづくり～ 

ふるさとづくり活動は、そこで暮らす人と人、団体と団体の他に多様な主体同士が手を

取り合って進めていくことが重要であり、それらを「つなぐ」ための事業として、各地域

での取り組みをより効果的なものにするための基盤となる団体間のネットワークの強化

や、さまざまな組織の協働の推進、活動参加への入り口となるような場づくり、子どもや

青少年の健全育成の支援を行う。 
 

1．ネットワーク形成・協働推進事業 

予算額 7,210,000 円 
【事業目的】 

ふるさとづくり活動に取り組む団体が互いの活動や価値観を知り合い、対話を通じて

関係性を育むことで、地域活動の持続性と広がりを支える基盤を形成する。 

【事業内容】 

◆ 座談会・交流会の開催【新】 

 ◇定期座談会の開催、市民活動交流会などの実施 

◆ 市民活動フェスタの開催 

◆ 協働に関する環境・意識などの調査 

◆ 市民活動支援センターの運営 

◇ 「夏休みサマースクール」、「市民活動パネル展」等の開催 
 

2．市民参加の入り口づくり事業【新】 

予算額 0 円 
【事業目的】 

地域活動や市民活動に関心を持つ市民に対し、寄付やボランティアをはじめとする多

様な関わり方を示すことで、市民と活動団体の接点を創出し、市民参加の裾野を広げる。 

【事業内容】 

◆ 市民参加の入り口づくり【新】 

◇ ボランティア募集情報の整理と収集 

◇ ふるさと応援隊の支援 
 

 

 

 

 



令和 8 事業年度 事業計画 

 

- 5 - 
 

3．自然体験を通じた子どもたちへの健全育成の支援事業 

  予算額 54,456,000 円 
【事業目的】 

自然や人とのふれあいを通して、これからのふるさとを担う子どもたちや青年の健全

な育成を推進する。 

【事業内容】 

◆ 大田原・中須自然の家の管理運営（指定管理期間３年：令和８～10 年度） 

◇ 中須自然の家への移転開設(8 月予定) 【新】 

 
 

 

Ⅲ 伝える ～ふるさとづくりに繋げる機会づくり～ 

ふるさとづくり活動への参加の輪を広げるためには、市民が自らの暮らすまちや、それ

を支える地域活動や市民活動に関心を持ち、参加へとつながるきっかけを得られることが

重要である。そのため、「伝える」事業では、関心の喚起と参加の促進を意識した情報発信

を行い、市民の関心層の拡大を図る。 

 

1．ふるさとづくりに繋げる情報発信事業 

予算額 1,120,000 円 
【事業目的】 

市内のコミュニティ活動や市民活動、財団事業に関する情報を、関心の喚起と参加の

促進を意識して発信することで、市民が地域や社会と関わるきっかけを創出するととも

に、団体と連動した情報発信の充実を図る。 

 

【事業内容】 

◆ 関心と参加につなげる情報発信【新】 

◇ Web 及び紙媒体、メディアを通じた情報発信 

◇ しゅうなん地域マーケットの開催(年４回程度) 

◇ ふるさとづくり活動写真展の開催 

◆ 関わりにつなげる情報発信の研究【新】 

 ◇ 情報発信に関する調査の実施 
 


